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昭和60年2月1日（2）広報こうなん

　昭和59年議会第4回定例

会は、12月21日から26日ま

で開かれ、条例改正、補正

予算などが審議されいずれ

も原案どおり可決されまし
た。

議会だより

昭和59年第4回定例会

補正予算、条例改正など審議

補
正
予
算

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ

一
億
二
十
五
万
七
千
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
十
爪
億
四
百
七
万

二
千
円
と
し
ま
し
た
。
こ
の
補
正
は
、

地
方
交
付
税
や
補
助
金
の
決
定
等
に
よ

り
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
歳
入
面
で
は
、
村
税
に
四
千
万
円
、

地
方
交
付
税
に
二
千
七
百
三
十
九
万
円
、

県
支
出
金
に
二
千
八
百
四
十
九
万
円
な

ど
が
追
加
補
正
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

歳
出
で
は
、
農
林
水
産
業
費
に
五
千
三

百
五
十
七
万
円
、
土
木
費
に
三
千
四
十

八
万
円
、
総
務
費
に
一
千
十
八
万
円
な

ど
が
追
加
補
正
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
改
正

●
江
南
村
乳
児
医
療
費
支
給
に
関
す
る

　
条
例
の
【
部
を
改
正
す
る
条
例

●
江
南
村
老
人
の
医
療
費
の
支
給
に
関

　
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
江
南
村
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
支

　
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　
る
条
例

　
改
正
内
容
は
、
乳
児
の
医
療
費
に
つ

い
て
は
、
特
に
給
付
に
関
す
る
改
正
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
重
度
心
身
障
害
者
医

療
費
及
び
老
人
医
療
費
に
つ
い
て
は
、

受
給
資
格
者
の
対
象
者
の
適
用
範
囲
が

拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

心
し

ま
ご
こ
ろ
を

　
　
　
あ
り
が
と
ケ
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
に
六
七
四
、
六
一
二
円

　
昨
年
十
二
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま

で
の
一
ヵ
月
間
「
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
明

る
い
お
正
月
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
が
実
施
さ
れ
、

総
額
六
十
七
万
四
千
六
百
十
二
円
と
い

　
昨
年
十
月
一
日
か
ら
健
康
保
険
法
の

改
正
に
よ
り
、
会
社
等
に
勤
め
て
い
る

社
会
保
険
の
本
人
は
、
病
院
、
診
療
所

な
ど
で
受
診
し
た
場
合
、
医
療
費
の
う

ち
一
部
負
担
金
と
し
て
、
一
割
を
本
人

が
負
担
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
一
割
の
自
己
負
担
分
に
つ
い
て

今
年
一
月
か
ら
、
公
費
の
重
度
医
療
費

及
び
老
人
医
療
費
で
負
担
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
っ

　
対
象
者
と
な
る
方
は
次
の
と
お
り
で

す
。一

、
身
体
障
害
者
手
帳
の
一
級
、
二
級
、

　
三
級
を
持
っ
て
い
る
被
用
者
保
険
本

　
人
の
方
。

二
、
六
十
八
歳
以
上
、
七
十
歳
未
満
で

　
被
用
者
保
険
本
人
の
方
。

　
な
お
、
老
人
医
療
費
に
つ
い
て
は
、

課
税
所
得
金
額
で
二
百
六
万
円
以
上
の

方
は
対
象
と
し
な
い
給
付
制
限
も
設
け

ら
れ
ま
し
た
。

う
多
額
の
募
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
善
意
の
募
金
は
、
施
設
へ
入
所

さ
れ
て
い
る
方
、
低
所
得
に
悩
む
世
帯
、

母
子
世
帯
、
老
人
世
帯
の
方
々
等
の
た

め
に
有
効
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
募
金
結
果
を
報
告
し
て
、
ご

協
力
く
だ
さ
っ
た
地
区
役
員
さ
ん
や
村

民
の
皆
さ
ん
の
暖
か
い
善
意
に
対
し
、

厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
　
戸

成
　
　
沢

三
　
　
本

上
新
田

上
押
切

別

募
金

八
四
、
六
五
〇
円

三
一
、
O
O
O
円

一
二
、
六
〇
〇
円

一
九
、
八
O
O
円

7レ　リ　ミミ…

　　り））　　　り〇二

　’｝ρ　o　’

）為

詳
し
く
は
、
役
場
．
住
民
課
へ
お
た
ず
ね
く
だ
G

9
『

下
押
切
　
　
　
　
一
二
、

樋
春
北
　
　
　
　
一
八
、

樋
春
南
　
　
　
　
一
一
、

御
正
新
田
　
　
　
　
五
六
、

須
賀
広
　
　
　
　
一
五
、

野
　
　
原
　
　
　
　
二
四
、

小
江
川
　
　
　
五
〇
、

　
塩
　
　
　
　
　
一
〇
、

板
井
　
三
二
、

　
柴
　
　
　
　
　
一
〇
、

千
　
　
代
　
　
　
　
二
一
、

畜
産
試
験
場
　
　
　
　
三
、

療
養
所
　
　
　
　
三
、

合
　
計
　
　
四
一
七
、

　
　
一
般
受

新
井
つ
り
具
店
（
滑
川
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
、

四
〇
〇
円

二
〇
〇
円

八
○
○
円

八
○
○
円

六
〇
〇
円

四
〇
〇
円

六
〇
〇
円

○
○
○
円

○
○
○
円

二
〇
〇
円

四
〇
〇
円

○
O
O
円

○
○
○
円

四
五
〇
円

付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
○
○
円

ヂ
ー
ゼ
ル
機
器
労
働
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
、
○
○
○
円

ヂ
ー
ゼ
ル
機
器
江
南
工
場
部
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
、
○
○
○
円

江
南
幼
稚
園
「
こ
ど
も
赤
十
字
」

　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
、
六
〇
九
円

埼
玉
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
熊
谷
支

部
　
　
　
　
　
　
一
三
、

塩
常
安
寺
檀
信
徒
会
　
六
、

樋
春
真
光
寺
　
〃
　
一
二
、

須
賀
広
釈
迦
寺
〃
　
一
四
、

千
代
普
門
寺
　
〃
　
　
六
、

下
押
切
宝
憧
寺
〃
　
一
四
、

江
南
村
役
場
職
員
　
一
六
、

合
計
　
二
五
七
、

O
O
O
円

○
○
○
円

九
一
〇
円

二
九
一
円

八
○
○
円

六
六
〇
円

八
九
二
円

一
六
二
円



広報こうなん（3）昭和60年2月1日

ノ
、

（

　
　
　
申
告
は
正
礁
緬
叢
指
定
日
に

　
今
年
も
住
民
税
と
所
得
税
の
申
告
を

し
て
い
た
だ
く
時
期
が
ま
い
り
ま
し
た
。

申
告
の
期
間
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
三

月
十
五
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
、
相
談
会
場

が
大
変
混
雑
い
た
し
ま
す
の
で
、
な
る

べ
く
定
め
ら
れ
た
日
時
に
済
ま
せ
て
く

だ
さ
い
。

◎村で行う確定申告相談日程

所
得
税
の
確
定
申
告

　
例
年
の
よ
う
に
税
務
署
か
ら
申
告
書

が
送
ら
れ
ま
す
が
、
村
で
行
う
相
談
に

該
当
さ
れ
る
方
以
外
は
相
談
日
及
び
会

場
が
入
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
ハ
ガ
キ
で
相
談
日
の
日
程
等
申
告
の

案
内
が
ま
い
り
ま
す
の
で
、
こ
の
日
程

　
　
　
　
に
よ
り
申
告
を
し
て
く
だ

　
　
　
　
さ
い
。

　
　
　
　
　
な
お
、
申
告
書
用
紙
が

　
　
　
　
送
ら
れ
て
い
な
い
方
に
は
、

　
　
　
　
税
務
署
や
役
場
税
務
課
に

　
　
　
　
申
告
用
紙
や
「
申
告
書
の

　
　
　
　
書
き
方
」
な
ど
が
用
意
し

　
　
　
　
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利

　
　
　
　
用
く
だ
さ
い
。

村
で
行
う

　
申
告
相
談

　
農
業
所
得
者
、
農
業
所

得
と
給
与
所
得
合
算
者
の

方
に
つ
い
て
は
、
上
の
表

の
日
程
に
よ
り
行
い
ま
す
。

申
告
相
談
に

持
参
い
た
だ
く
書
類

ω
　
案
内
状
や
同
封
の
申
告
書

囲
　
給
与
支
払
、
源
泉
徴
収
に
関
す
る

　
帳
簿
や
書
類

㈹
　
生
命
保
険
や
損
害
保
険
な
ど
の
支

　
払
証
明
書

鰯
　
収
入
や
所
得
計
算
の
基
と
な
っ
た

　
書
類

5
　
印
か
ん

㈲
　
そ
の
他
機
械
化
集
団
へ
の
支
払
証

　
明
等住

民
税
の
申
告

　
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
方
は
、
今
年

の
一
月
一
日
現
在
江
南
村
に
住
所
が
あ

り
、
五
十
九
年
中
に
所
得
の
あ
っ
た
方

で
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
方
は
申
告
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

一
、
給
与
所
得
者
で
他
の
所
得
が
な
く

　
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
が
役

　
場
へ
提
出
さ
れ
た
方
。

二
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
方
。

申
告
用
紙
の
配
布

　
住
民
税
の
申
告
を
し
て
い
た
だ
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
人
に
は
、
申
告
の
日

時
場
所
を
記
入
し
た
日
程
表
と
申
告
書

へ

（
“

を
お
送
り
い
た

し
ま
す
。

　
日
程
は
表
の

と
お
り
で
す
の

で
、
混
雑
を
さ

け
る
た
め
に
、

な
る
べ
く
指
定

日
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
も
し
申
告
し

な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
に
申
告

書
が
届
か
な
い

場
合
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
申
告

会
場
へ
お
い
で

い
た
だ
く
か
、

税
務
課
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

（輪繋午後、，寺）◎住民税申告相談日程

　
持
参
し
て
い
た
だ
く
書
類
は
、
確
定

申
告
と
同
じ
で
す
。

還付申告はなるべく郵送で

※
以
上
に
つ
い
て
問
合
せ
は
役
場
税
務

課
へ智

三
六
－
一
五
二

　給与、利子、配当又は原稿料な
どの収入のみの方で、医療費や住
宅取得費があるため、又はその他
の理由で源泉徴収された所得税の
還付を受けるための申告をされる
方には、原則として確定申告書用
紙の送付はしていません。
　従いまして、この申告をするた
めに用紙が必要な方は、申告書用
紙を税務署や役場に用意してあり
ますから、ご利用ください。
　なお、還付を受けるための申告
は、2月16日以前でも受け付けて
おります。早く申告されれば早く
お返しすることができます。お早

（
内
線
三
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
ぞ
還
銀
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
す
す
う

与
収
得
由
を
は
送
い
用
税
か
お
2
ま
し
ど
た
は
預
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
返
に
ま
に
の
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
お
お
め
　
合
等
く

、還付金を受け取られる場
、銀行、信用金庫又は農協
金口座への振込みをご利用
い。　　　〔熊谷税務署〕



i萎1嚢紬磯覇蜘嚢㎜
　　　　　　　　　　　　　　　○幻覚や妄想がでてきた。
行政・心配ごと相談　i■相談日
　　　　　　　　　　　　　　　　毎月第2火曜日午後1時～2時
日常生活での困りごとや心配ご　i受付
でお悩みの方は、毎月第4火曜　i■相談場所
にご相談に応じています。　　　i　熊谷保健所（熊谷市熊谷861）
うぞお気軽にお出かけください。i　費0485－23－2801（内線234）

「
：

科学万博て3月

　日常生活での困りごとや心配ご
とでお悩みの方は、毎月第4火曜
日にご相談に応じています。

どうぞお気軽にお出かけください
■と　き

　2月26日、3月26日、午前9時
30分～正午

　科学万博　　つくば’85が、茨城

県・筑波研究学園都市で3月17日　ヒ
から9月16日まで開催されます・　i27日（水）午後3時
　テーマは「人間・居住・環境と　i■ところ
科学技術」です。　　　　　　　　　i　国民年金保養センター「むさし
■入場料　　　　　　　　　　　　iの」　（川越市）
大人……2，700円（満23歳以上）　i■内　容
中人……1，400円（満15歳以上23　i　趣味の教室「ゲートボール・力
　　　　　　　　歳未満）　　　iラオケ・社交ダンス」、年金のは
小人……　700円（満4歳以上15　iなし、健康のはなレ、年金相談、
　　　　　　　　歳未満）　　　iその他

　　★冨★　i■亨纏智曇＿ス5．。。。円（募集

母子健康センター

生
悩
相
お
き
2
6
正
ろ
村

　
　
　
　
　
　
　
こ
南

日
で
に
う
と
2
分
と
江

　
　
　
　
　
　
3
0
■
戸

27日（水）午後3時
■ところ
　国民年金保養センター「むさし
の」　（川越市）

■内　容
　趣味の教室「ゲートボール・カ
ラオケ・社交ダンス」、年金のは
なし、健康のはなレ、年金相談、
その他
■費用・定員

　1泊2日コース5，000円（募集
人員40名）、日帰り2日コース2，000

円（募集人員60名）申込み多数の
場合先着順
■申　込
　ハガキに住所・氏名・年齢・性
別・電話番号・受けたい趣味の教
室及び日帰り・宿泊の有無を明記
し、〒336浦和市高砂3－15－1
県国民年金課・健康教養講座係へ
■締　切
　2月9日（土）必着

教　育　相　談
「）　　i　　ご家庭で教育上お困りのことが

　　　　ありましたら、お気軽に教育委員
　　i会にご相談ください。
・」ノi　ご相談のときは・事前にお電話
　　　　くギさい。
　　　　君36－1521（内線37）
　　　　a36－5468（直　通）

年金課
一24－2111（内線2574）

2
名
集
着
込
キ
話
日
3
3
年
切
9
せ
民
8
8

●冨●

老年期の精神障害
　　に関する相談

　
　
月
合
国
0
4

、
国
締
2
間
県
君

　
　
　
■

国民年金健康教養講座

　　　　の参加者募集

■対　象
国民年金の加入者と受給者

■と　き

　2月26日（火）午後1時～2月

カぐできなくなっ　 i　■

上

　　熊谷保健所では、次のような症
　状があってお困りの方の相談をお
　受けしています。
i　O最近物忘れがひどくなった。

　○人の話しがうまく理解できなく
　なったり、わけのわからないこと
　を話すようになった。
i　O目的がないのにうろうろ歩きま

　わるようになった。
i　O日常の生活動作ができなくなっ

　た。

ご
存
知
で
す
か

国
の
進
学
ロ
ー
ン

　
国
民
金
融
公
庫
で
は
、
た
だ
い
ま
「
国

の
進
学
ロ
ー
ン
」
の
お
取
扱
い
を
し
て

お
り
ま
す
。
高
校
、
大
学
等
に
進
学
さ

れ
る
お
子
様
の
必
要
な
資
金
を
融
資
す

る
制
度
で
す
。
融
資
の
あ
ら
ま
し
は
次

の
と
お
り
で
す
。

▽
融
資
額

　
一
進
学
者
あ
た
り
五
十
万
円
以
内

▽
返
済
期
間

　
高
校
、
短
大
、
専
門
学
校
…
…
三
年

以
内
。
　
大
学
…
…
四
年
以
内
。

▽
保
証
人

　
働
進
学
資
金
保
証
基
金
を
利
用
す
る

と
い
り
ま
せ
ん
。

▽
利
率

　
年
七
・
六
％

▽
資
金
の
使
い
み
ち

　
入
学
金
、
教
科
書
等
進
学
の
と
き
に

必
要
な
資
金

電あとで”より鴨いま躍が大切

　　　　　　火の始末

　予Φ席心

鱗灘
弓防運動

月13日
の
2

春

Nノ
』噺

’
ソ

※
借
入
申
込
書
を
ご
希
望
の
方
、
詳
し

く
知
り
た
い
方
は
、
左
記
へ
お
気
軽
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
国
民
金
融
公
庫
熊
谷
支
店

　
費
二
一
－
二
七
三
一
「
国
の
進
学
ロ

　
ー
ン
係
」

定
時
制
生
徒
募
集

　
　
　
ー
県
立
小
川
高
等
学
校
－

一
、
願
書
受
付

○
第
二
次
募
集
及
び
特
別
選
考
に
よ
る

　
募
集

　
三
月
十
八
日
（
月
）
～
三
月
二
十
日

（
水
）
午
後
二
時
か
ら
七
時
ま
で
受
付

二
、
学
力
検
査
・
面
接

○
第
二
次
募
集

　
三
月
二
十
五
日
（
月
）
午
前
九
時

三
十
分
～

O
特
別
選
考
に
よ
る
募
集

　
十
九
歳
以
上
の
方
で
、
面
接
（
学

　
力
検
査
な
し
）
の
み
に
よ
る
選
考

　
三
月
二
十
五
日
（
月
）
午
後
一
時

　
三
十
分
～

一
二
、
特
典

○
教
科
書
…
…
無
償

○
授
業
料
…
…
月
額
千
七
百
円

○
入
学
料
…
…
千
円

○
給
食
費
…
…
国
・
県
の
補
助
あ
り

○
修
学
奨
励
費
…
…
一
定
の
条
件
あ
る

　
が
、
月
七
千
円
支
給

四
、
問
合
せ

　
小
川
高
校
定
時
制

　
費
〇
四
九
三
－
七
二
－
一
一
五
八



広報こうなん（5）昭和60年2月1日

区画整理区域内

3月1日～3月21日申込み

▼
分
譲
方
法

ω
公
開
抽
せ
ん
方
式

ω
分
譲
す
る
土
地
の
現
地
案
内
日
時

　
昭
和
六
十
年
三
月
一
日
㈹
～
三
月
二

十
一
日
㈲
午
前
十
時
～
午
後
三
時

㈹
案
内
方
法
　
徒
歩
に
て
案
内
す
る
。

▼
分
譲
地
の
申
込
日
時
・
場
所

qD

日
時
三
月
一
日
③
～
三
月
二
十

一
日
㈱
午
前
十
時
～
午
後
三
時

ω
場
　
所
　
区
画
整
理
組
合
事
務
所

▼
抽
せ
ん
会
の
日
時
・
場
所

qD

日
時
三
月
二
十
四
日
㈲
午
前

十
時

　
　
「
　
　
＼

　
　
ブ
　
だ

⑭
場
　
所
　
区
画
整
理
組
合
事
務
所

▼
当
選
者
の
決
定

　
抽
せ
ん
は
、
回
転
式
抽
せ
ん
器
を
使

用
し
、
各
区
画
ご
と
の
抽
せ
ん
参
加
申

し
込
み
順
位
番
号
と
が
合
致
し
た
者
を

当
選
者
と
す
る
。
補
欠
者
も
同
様
と
す

る
。▼

売
買
契
約
の
締
結

　
当
せ
ん
者
に
は
、
保
留
地
売
却
決
定

通
知
書
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
通
知
を

し
た
日
か
ら
五
日
以
内
に
売
買
契
約
を

結
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
売
買
代
金
の
納
入

　
土
地
売
買
代
金
は
、
契
約
締
結
と
同

時
に
契
約
金
額
の
二
〇
％
に
相
当
す
る

金
額
を
、
残
金
に
つ
い
て
は
売
買
契
約

保留地の位置、地積及び処分価格

の
締
結
し
た
日
か
ら
六
十
日
以
内
に
納

入
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
所
有
権
移
転
登
記

・
売
却
保
留
地
の
所
有
権
移
転
登
記
に

つ
い
て
は
、
土
地
区
画
整
理
組
合
法
第

一
〇
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
換
地
処

分
に
伴
う
登
記
の
完
了
後
に
申
請
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
際
に
要
す

る
費
用
は
買
受
人
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

▼
問
合
せ

　
江
南
村
大
字
柴
九
ー
一
　
江
南
中
央

第
一
土
地
区
画
整
理
組
合
事
務
所

費
〇
四
八
五
⊥
二
六
－
一
五
二
一

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
　
三
三
）

君
三
六
－
二
八
七
八
（
直
通
）

表
示
番
号

街区 符号 ％平） 単　　価
咳坪）円

公売価格
　　　　（円）

①
9

3－1
145．06

（43．88）

　59，200
（195，715）

8，587，552

② 3－2
145．06

（43．88）

　59，200
（195，715）

8，587，552

③ 21 10
220．45

（66．68）

　59，200
（195，715）

13，050，640

④ 21 17
189．83

（57．42）

　62，500
（206，625）

11，864，375

⑤ 21 18
189．84

（57．42）

　62，500
（206，625）

11，865，000

⑥ 23 3
279．66

（84．59）

　59，200
（195，715）

16，555，872

⑦ 35 8
373．63

（113．02）

　59，200
（195，715）

22，118，896

注）面積は確定でありませんので換地処分の時点で精算します。

∠へ、

○

■
歳
時
記
■

　
　
　
　
　
懐

　
懐
炉
と
い
え
ば
、
老
人
の
も
の
と

思
わ
れ
て
い
た
の
は
昔
の
こ
と
。
今

や
懐
炉
は
ス
キ
ー
に
行
く
若
者
や
、

ス
タ
イ
ル
を
気
に
し
て
薄
着
す
る
娘

さ
ん
た
ち
の
必
需
品
。

　
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
使

い
捨
て
懐
炉
が
登
場
し
て
以
来
の
こ

と
で
す
。
ス
キ
ー
場
の
ト
イ
レ
に
は
、

使
い
捨
て
懐
炉
の
包
装
紙
が
い
っ
ぱ

い
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
五
十
八
年
度
に
全
国
で
消
費

さ
れ
た
使
い
捨
て
懐
炉
は
約
二
億
九

千
万
個
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
日

本
人
一
人
当
た
り
三
個
ち
か
く
使
っ

た
勘
定
に
な
り
ま
す
が
、
使
い
捨
て

懐
炉
が
こ
ん
な
に
伸
び
た
の
は
、
こ

　
　
　
へ

こ
数
年
の
こ
と
で
す
。

　
使
い
捨
て
懐
炉
の
内
容
は
鉄
粉
、

水
、
塩
、
活
性
炭
、
保
水
剤
な
ど
を

炉混
ぜ
た
も
の
で
、
こ
れ
が
空
気
中
の

酸
素
に
触
れ
る
と
発
熱
す
る
仕
組
に

な
っ
て
い
ま
す
。
一
説
に
は
、
朝
鮮

戦
争
の
時
、
ア
メ
リ
ヵ
兵
が
鉄
粉
に

塩
や
水
な
ど
を
混
ぜ
て
発
熱
さ
せ
、

保
温
に
使
っ
た
の
に
ヒ
ン
ト
を
得
た

と
い
わ
れ
ま
す
が
、
本
格
的
に
生
産

し
て
い
る
の
は
日
本
だ
け
。
ア
メ
リ

カ
、
カ
ナ
ダ
な
ど
に
輸
出
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
昔
の
懐
炉
は
、
石
や
塩
を
温
め
た

も
の
で
し
た
。
ち
ょ
っ
と
前
ま
で
は
、

懐
炉
灰
の
懐
炉
や
、
ベ
ン
ジ
ン
を
使

う
懐
炉
が
主
流
で
し
た
が
、
今
は
使

い
捨
て
懐
炉
に
追
わ
れ
て
、
売
れ
行

き
激
減
だ
そ
う
で
す
。

　
使
い
捨
て
懐
炉
は
、
普
通
サ
イ
ズ

の
ほ
か
に
手
袋
な
ど
に
い
れ
る
ミ
ニ

・
サ
イ
ズ
や
、
靴
に
用
い
ら
れ
る
酸

素
の
少
な
く
て
す
む
も
の
な
ど
も
登

場
し
て
お
り
、
ま
す
ま
す
親
し
ま
れ

そ
う
で
す
。

　
寒
さ
厳
し
い
二
月
は
「
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
月
間
』
で
す
。
貴
重
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
効
率
よ
く
使
う
工
夫
を
し
ま

し
ょ
う
。
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〔
ヶ
ー
ス
①
〕
　
十
五
万
円
の
羽
毛

ぶ
と
ん
を
購
入
し
た
。
代
金
は
O
O
信

販
カ
ー
ド
を
利
用
し
、
分
割
で
支
払
う

こ
と
に
し
た
。
し
か
し
、
何
回
催
促
し

て
も
商
品
は
届
か
な
い
の
に
、
支
払
い

請
求
が
来
た
。

　
〔
ケ
ー
ス
②
〕
　
太
陽
熱
温
水
器
を

設
置
し
、
支
払
い
は
△
△
信
販
と
の
立

替
払
い
契
約
と
し
た
。
三
か
月
後
こ
ろ

か
ら
タ
ン
ク
か
ら
た
び
た
び
水
が
漏
れ
、

修
理
し
て
も
直
ら
な
い
。
し
か
し
、
△

△
信
販
か
ら
の
請
求
が
く
る
。
支
払
う

必
要
が
あ
る
か
。

　
こ
の
相
談
例
は
、
商
品
の
代
金
を
分

割
（
二
か
月
以
上
の
期
間
に
わ
た
り
、

か
つ
、
三
回
以
上
に
分
け
て
）
し
て
支

払
う
も
の
で
す
が
、
支
払
い
先
は
販
売

業
者
で
は
な
く
信
販
会
社
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
場
合
、
以
前
は
販
売
業

者
と
購
入
者
と
の
間
に
ト
ラ
ブ
ル
が
あ

っ
て
も
、
信
販
業
者
は
立
替
金
の
支
払

い
を
請
求
し
た
、
と
い
う
例
が
あ
り
、

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
信

販
会
社
は
、
購
入
者
に
代
わ
っ
て
販
売

業
者
に
立
替
払
い
を
し
た
ー
つ
ま
り

割
賦
購
入
を
“
あ
っ
せ
ん
”
し
た
ー

だ
け
で
あ
る
と
の
“
主
張
”
に
よ
る
も

の
で
す
。

12

月
1
日
か
ら
支
払
い
を
拒
否
で
き
る

ケ
ー
ス
が
も
う
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
昭
和
五
十
九
年
十
二
月
一

日
か
ら
施
行
さ
れ
た
改
正
割
賦
販
売
法

で
は
”
割
賦
購
入
あ
っ
せ
ん
”
で
購
入

し
た
「
抵
定
商
品
」
に
つ
い
て
、
次
の

よ
う
な
場
合
は
あ
っ
せ
ん
業
者
（
相
談

例
で
は
信
販
会
社
）
へ
の
支
払
い
を
拒

否
で
き
る
、
と
さ
れ
ま
し
た
（
た
だ
し
、
■

商
品
の
総
額
の
合
計
が
四
万
円
未
満
の

場
合
は
、
割
賦
販
売
法
の
規
定
に
よ
る

拒
否
は
で
き
ま
せ
ん
）
。

qD
　
販
売
業
者
に
債
務
不
媛
行
が
あ
っ

た
と
き
。
例
え
ば
次
の
よ
う
な
場
合
で

す
。
　
①
商
品
の
引
渡
し
が
な
い
　
②

見
本
、
カ
タ
ロ
グ
な
ど
に
よ
っ
て
提
示

さ
れ
た
商
品
と
、
現
に
引
き
渡
さ
れ
た

商
品
が
違
う
③
不
良
・
欠
陥
商
品

④
商
品
の
引
渡
し
が
遅
れ
、
商
品
購
入

の
目
的
が
達
せ
ら
れ
な
か
っ
た
　
⑤
商

品
の
販
売
の
条
件
ど
な
っ
て
い
る
役
務

（
学
習
指
導
を
条
件
と
し
た
教
材
の
販

売
な
ど
）
の
提
供
が
な
い
　
⑥
そ
の
他
、

販
売
業
者
に
債
務
不
履
行
が
あ
っ
た

　
　
．
♪
》
　
）

話題のひろば一
たこ上げ大会

⑧
　
売
買
契
約
が
「
成
立
し
て
い
な
い
」

場
合
か
「
無
効
で
あ
る
」
場
合
、
ま
た

は
「
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
」
場
合

　
で
す
か
ら
、
五
十
九
年
十
二
月
一
日

以
降
に
売
買
契
約
の
申
込
み
、
ま
た
は

契
約
を
し
た
商
品
に
つ
い
て
、
前
述
の

ω
ω
の
理
由
が
生
じ
た
と
き
は
、
販
売

業
者
に
対
し
て
商
品
の
引
渡
し
請
求
、

交
換
、
修
理
、
契
約
解
除
な
ど
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
と
同
時
に
、
そ
れ
を

理
由
に
し
て
、
あ
っ
せ
ん
業
者
に
支
払

い
を
拒
否
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

で
す
か
ら
、
支
払
い
の
請
求
を
待
た
ず
、

直
ち
に
あ
っ
せ
ん
業
者
に
「
支
払
い
を

し
な
い
」
こ
と
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

あ
ら
か
じ
め
申
出
書
面
が
手
元
に
あ
る

場
合
は
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
送

付
す
る
こ
と
で
す
。

．
そ
れ
で
も
解
決
し
な
い
よ
う
な
場
合

は
、
最
寄
り
の
通
商
産
業
局
か
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

D　●
）

●

、
、
．
）

◎
．

　
一
月
十
三
日
、
江
南
村
青
少
年
相
談

員
協
議
会
主
催
の
新
春
た
こ
あ
げ
大
会

が
、
荒
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、
午
後
一
時
の
受
付
開
始

ご
ろ
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が
つ
め
か
け
、

風
も
出
て
き
て
ま
ず
ま
ず
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
。
二
百
人
近
く
集
ま
っ
た
人
た

ち
は
、
大
人
も
子
供
も
楽
し
そ
う
。
最

後
に
い
ち
ば
ん
よ
く
上
が
っ
た
も
の
や

手
作
り
だ
こ
に
特
別
賞
が
送
ら
れ
ま
し

た
。

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
　
〔
斜
、
灘
〕

上
新
田

　
川
島
　
俊
浩
　
二
男
（
利
　
一
）

押
　
切

　
柴
　
沙
也
香
　
長
女
（
光
　
男
）

三
　
本

　
花
岡
亜
里
咲
　
長
女
（
邦
　
夫
）

樋
春

　
高
田
　
杏
美
　
長
女
（
幸
　
雄
）

御
正
新
田

　
小
川
　
康
太
　
長
男
（
保
　
雄
）

　
山
本
　
興
栄
　
二
男
（
政
　
夫
）

小
江
川

　
杉
田
　
実
穂
　
長
女
（
憲
　
康
）

　
飯
塚
　
絵
理
　
長
女
（
民
　
雄
）

板
井

　
大
島
　
一
彦
長
男
（
重
信
）




